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県労連第24回定期大会

最
賃
審
議
会
で
意
見
陳
述

最低賃金じゃ

【日時】１０月１６日（日）

　　　１０時～１７時

　（※９月４日から変更しました）

【会場】県民文化ホール

　　　　　会議室（予定）

「コ
ウ
ヤ
ク
は
貼
っ
て
は
が
せ

る
も
の
と
知
る
」
と
詠
ん

だ
▲
菅
首
相
の
辞
任
に
目

処
が
つ
い
た
と
た
ん
に
、
民

主
党
内
で
は
、
「大
連
立
」
の
大
合
唱
。

「期
間
を
決
め
て
」
「政
策
ご
と
に
」
と

か
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
あ
る
が
、
「法
案

を
通
す
た
め
」
と
い
う
「大
義
名
分
」が

ま
か
り
通
る
▲
菅
首
相
を
追
い
詰
め
、

で
き
れ
ば
菅
首
相
で
総
選
挙
を
闘
い
た

か
っ
た
自
公
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
静
観
。

総
選
挙
に
追
い
込
み
勝
つ
た
め
に
は
、

「対
決
姿
勢
」を
鮮
明
に
す
る
こ
と
が
必

要
と
の
思
惑
▲
自
公
は
特
例
公
債
法
案

を
人
質
に
バ
ラ
マ
キ
４
Ｋ

（子
ど
も
手

当
、
高
校
授
業
料
、
農
家
への
戸
別
所

得
補
償
、
高
速
道
路
無
料
化
）撤
回
を

迫
り
、
攻
勢
を
か
け
て
き
た
。
岡
田
幹

事
長
は
記
者
会
見
で
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ

い
て
「見
通
し
の
甘
さ
を
国
民
に
率
直
に

お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
」
と
白
旗
を
上

げ
た
▲
政
治
学
者
の
山
口
二
郎
氏
は
、

自
民
党
時
代
の
「え
こ
ひ
い
き
の
バ
ラ
マ

キ
」と
は
違
う
と
胸
を
張
れ
と
激
励
す

る
が
、
政
権
交
代
の
た
め
の
選
挙
互
助

会
の
民
主
党
で
は
こ
こ
が
限
界
か
▲
新

自
由
主
義
の
政
党
に
脱
皮
し
た
民
主

党
。
消
費
税
増
税
で
も
自
民
党
と
一

致
。
「大
連
立
」
は
財
界
も
望
む
と
こ

ろ
。
し
か
し
、
国
民
の
要
求
と
の
大
連

立
と
は
程
遠
い
。
こ
の
秋
、
反
貧
困
、

反
消
費
税
、
反
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

への
転
換
で
地
域
を
守
る
ろ
う
の
国
民
の

側
の
大
連
立
が
カ
ギ
と
な
る
。
（田
）

　
七
月
二
十
八
日
、
労
働
局
で
行
わ
れ
た
高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
高

知
県
労
連
か
ら
二
名
が
意
見
陳
述
を
行
い
、
最
低
時
給
一
〇
〇
〇
円
の
実
現

を
訴
え
ま
し
た
。

人間らしい生活できない
　 

見
陳
述
で
は
、
ま
ず
、
牧
書
記
次

長
が
、
青
年
部
が
取
り
組
ん
だ
最
低

賃
金
生
活
体
験
か
ら
最
低
賃
金
の
大

幅
引
き
上
げ
と
、
時
間
講
師
の
組

合
員
の
家
計
簿
を
例
に
、
月
額
最
低

賃
金
の
設
定
を
訴
え
ま
し
た
。
体
験

者
五
名
中
四
名
が
体
験
中
に
結
婚
式

が
入
り
、
最
低
賃
金
の
限
度
額
を

オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
う
と
い
う
実
態
を

報
告
し
、
「冠
婚
葬
祭
な
ど
、
日
本

社
会
に
と
っ
て
文
化
的
な
行
事
す
ら

最
低
賃
金
で
生
活
す
る
労
働
者
は
参

加
出
来
な
い
状
況
が
あ
る
。
た
だ
た

だ
生
き
て
行
く
生
活
を
健
康
で
文
化

的
な
生
活
と
は
言
わ
な
い
の
で
は
な

い
か
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
時

間
講
師
の
年
収
が
一
〇
〇
万
円
前
後

し
か
な
く
、
月
に
よ
っ
て
の
収
入
が
十

二
万
円
前
後
か
ら
一
万
円
前
後
と
、

夏
休
み
な
ど
授
業
の
な
い
月
に
は
収

入
が
激
減
す
る
不
安
定
な
実
態
を
報

告
し
、
雇
用
形
態
や
労
働
時
間
を

自
由
に
選
択
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

労
働
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
網

か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
さ
せ
な
い
よ
う
、

月
額
最
低
賃
金
の
設
定
を
訴
え
ま
し

た
。

　 

二
人
目
の
陳
情
で
は
、
幡
多
県
民

病
院
の
清
掃
部
門
で
働
く
、
高
知

一
般
労
組
宿
毛
支
部
川
内
支
部
長

は
、
実
際
に
最
低
賃
金
の
給
与
で
生

活
す
る
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。
五
年

前
に
清
掃
事
業
を
落
札
し
た
企
業

が
、
時
給
を
最
低
賃
金
に
設
定
し
、

そ
れ
以
降
は
業
者
が
替
わ
っ
て
も
最

低
賃
金
と
同
一
の
給
与
体
制
か
ら
抜

け
る
こ
と
の
出
来
な
い
状
況
と
、
最

低
賃
金
の
収
入
の
み
で
は
一
人
で
到

底
生
活
で
き
な
い
現
状
を
審
議
員
へ

訴
え
ま
し
た
。
審
議
員
か
ら
は
、
労

働
時
間
な
ど
労
働
条
件
や
、
委
託

業
者
へど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
た

の
か
な
ど
、
具
体
的
な
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
し
か
し
、
七
月
二
十
七
日
に
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
震
災
の

影
響
な
ど
を
理
由
に
、
高
知
県
を

含
む
Ｄ
ラ
ン
ク
の
引
き
上
げ
目
安
額

を
一
円
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
は

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割

を
十
分
に
果
た
さ
な
い
ば
か
り
か
、

『早
期
八
〇
〇
円
』
と
い
う
政
・
労
・

使
の
合
意
に
す
る
到
達
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
被
災
地
を
活
性
化
さ

せ
、
一
日
も
早
い
復
興
を
遂
げ
る
た

め
に
も
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
で
底
上
げ
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　最賃審議会での意見陳述の様子
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　
抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
翌
月
の
二
十

日
に
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
 

　 
 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　
カ
ギ
を
解
き
、二
重
ワ
ク
に
入

る
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
何
？

〔
タ
テ
の
キ
ー
〕 

①
将
棋
で
直
接

相
手
の
王
将
を
攻
め
る
手
　
②

〔ヨコのキー〕

①明治時代の汽
車の俗称 ⑥ウ
ナギ丼の略 ⑦
牧伸二愛用の楽
器 ⑨○○哀楽
⑩ペア。○○を

５

なす ⑪運動や趣
味で山中を歩く
こと ⑬仕事の○
○に給料が安い
⑭１分１　　　
を争う緊急事態

１１

当
選
者
の
発
表
！

　
１
３
１
号
・
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
ア
オ
イ
ウ
ミ
」で

し
た
。　
当
選
者
が
抽
選
で
決
定
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。当
選
を
逃
し
た
方
も
ド
ン
ド
ン

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

《
当
選
者
》

　
　
　
左
脇
　
美
枝
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
四
万
十
町
職
労
）

　 
　 

岡
村
　
茜
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
室
戸
市
職
労
）

　
　
　
竹
村
　
抄
希
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
県
教
組
）

祝
○
○
手
本
忠
臣
蔵
　
③
セ
ン
サ
ー

で
通
行
者
を
認
識
し
て
開
閉
す
る

扉
　
④
四
輪
駆
動
の
略
　
⑤
誠
意

の
な
い
無
用
の
礼
儀
　
⑧
並
べ
挙

げ
る
こ
と
　
⑨
規
則
、
秩
序
　
⑪

夜
間
の
談
話
　
⑫
漢
字
に
○
○
を

ふ
る

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

２

７

３

６

１０

カ
ン
カ
ン
に
権
力
亡
者
に
怒
る
べ
し

　
　
　          

　                

　
（源
朝
光
）

時
事
川
柳
募
集
中

１４

９

ジ
コ
ウ
許
す
な
そ
の
所
業
と
ど
め
お
け

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（源
朝
光
）

暑
い
夏
自
然
エ
コ
し
て
の
り
き
ろ
う

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
（な
で
し
こ
）

１２

長
生
き
が
幸
せ
に
な
る
国
づ
く
り

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
　
（幸
泉
）

時
事
川
柳

１ ４

８

１３

講座内容

社会保障講座（参加費：１講座１００円）

とき ところ 時間

医療

医療

国保

保育

介護

障害者

年金

生保

9月02日(金)

9月02日(金)

9月09日(金)

9月09日(金)

9月16日(金)

9月16日(金)

9月30日(金)

9月30日(金)

高知城ホール3 階

高知城ホール3 階

高知城ホール3 階

高知保険医協会

高知城ホール3 階

高知城ホール3 階

高知城ホール3 階

高知城ホール3 階

14時～16時

18 時半～20時半

14時～16時

14時～16時

14時～16時

18 時半～20時半

18時半～20時半

18時半～20時半

おたより紹介

労
働
講
座
日
程

月　日 時　間 場　所 内　容 講　師

10/7(金)

10/14(金)

10/28(金)

10/29(金)

18:00～

18:00～

18:00～

14:00～

高知城ホール2 階

県教組会議室

県教組会議室

県教組会議室

労働組合と宣伝活動
―何をどう伝えるか

①労働組合とWEB
②魅力あるブログとは

①解雇事件と雇用保険
②解雇と裁判手続き

労働基準法の基礎の基礎

民報：中田氏

民報：中田氏
徳平氏

全労働
高知法律事務所

青年部

高知県教組（Ｉ. Ｙ）

　インタビューのILO訪問の記事、特に高齢者の働か

ざるをえないことをILOが十分理解していないということ。

福祉の充実している北欧と比べるとなんと悲しい現実だ

と思いました。非正規雇用の国際的問題も若者の希望

をうばっていると思い憤りを覚えます。

こうち生協労組（Ｆ. Ｕ）

　高知の労働運動は、普段あ

まり目にしないので、 この通

信はとても大切だと思います。

そして横のつながりの大切さ

がよく分かります。
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原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
長
崎
で
開
催
さ
れ
る

日本母親大会ｉｎ広島

８ ・ １５後期高齢者夕涼み集会

樫やん奮戦記⑰

　
七
月
は
、
二
十
人
（
う
ち
、
女
性

十
一
人
、
男
性
九
人
）
の
相
談
者

か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
年

齢
は
、
二
十
代
一
人
、
三
十
代
四

人
、
四
十
代
三
人
、
五
十
代

四
人
、
六
十
代
二
人
、
不
明

六
人
。
雇
用
形
態
は
、
正
規

十
二
人
、
臨
時
一
人
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
二
人
、
不
明

五
人
。
相
談
内
容
は
、
解
雇
・

雇
止
め
六
人
、
退
職
強
要
一

人
、
賃
金
不
払
一
人
、
労
働

環
境
・
労
働
条
件
四
人
、
パ

ワ
ハ
ラ
二
人
、
社
会
保
険
一

人
、
雇
用
保
険
一
人
、
そ
の

他
四
人
。
組
合
加
入
は
二
人

（高
知
一
般
労
組
・女
性
、
年

金
者
組
合
・
男
性
）
で
し
た
。

労
働
相
談
の
累
計
（昨
年
十
月
～
）

は
、
相
談
者
数
二
八
五
人
、
組
合

加
入
二
十
九
人
で
す
。

　

特
徴
的
な
事
例
の
紹
介
―

二
〇
〇
八
年
十
二
月
に
で
き
た
国
の

「
地
域
再
生
中
小
企
業
創
業
助
成
金

制
度
」
（
新
規
に
創
業
し
、
一
人
以
上

の
労
働
者
を
六
ケ
月
以
上
雇
用

す
る
条
件
で
、
最
高
額
五
〇
〇

万
円
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ

る
）を
悪
用
し
た
経
営
者
（オ
ー

ナ
ー
）
が
賃
金
を
支
払
わ
な
い

と
い
う
事
例
。

　
相
談
者
は
、
夜
の
飲
食
業
で

働
く
三
十
代
の
男
性
。
こ
の
助

成
金
制
度
を
活
用
す
る
に
あ
た

り
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
店
長
に
す

る
か
ら
と
名
義
貸
し
を
頼
ま
れ

断
り
き
れ
ず
承
諾
。
同
人
名

義
で
高
知
労
働
局
に
同
制
度
活

用
の
申
請
を
行
っ
た
。
一
方
、

賃
金
支
払
い
（方
法
）は
完
全
歩
合
給

制
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
。
営
業
状
態

も
芳
し
く
な
く
毎
月
の
手
取
り
額
は
、

七
万
円
～
八
万
円
程
度
に
し
か
な

ら
ず
最
低
賃
金
以
下
の
低
賃
金
。

ま
と
も
な
生
活
が
で
き
な
い
状
態
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
せ
め
て
、
オ
ー
プ

ン
前
に
オ
ー
ナ
ー
が
約
束
し
て
い
た
十

五
万
円
の
賃
金
（
差
額
）
を
請
求
し

た
い
と
の
要
求
。

　
ア
ド
バ
イ
ス
で
は
、
組
合
加
入
で
の

問
題
解
決
を
勧
め
る
と
と
も
に
最

低
賃
金
に
充
た
な
い
賃
金
差
額
の
請

求
（
法
的
に
）
は
で
き
る
し
、
ま
た
、

オ
－
ナ
ー
が
約
束
し
て
い
た
十
五
万

円
の
支
払
い
に
つ
い
て
も
そ
の
事
実
を

オ
ー
ナ
ー
に
認
め
さ
せ
る
な
ど
し
て
、

証
明

・
立
証
で
き
れ
ば
請
求
で
き

る
と
助
言
。
ま
た
、
当
該
助
成
金

制
度
の
悪
用
が
増
え
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
オ
ー
ナ
ー
に
頼
ま
れ
て
虚

偽
申
請
を
し
た
こ
と
を
当
局
に
伝
え

不
正
受
給
を
し
な
い
よ
う
に
と
、
助

言
を
行
い
ま
し
た
。

　
「核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
長
崎
市
を
メ
イ
ン
会

場
に
、
原
水
爆
禁
止
二
〇
一
一
年
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
全
国
と

世
界
各
地
か
ら
八
六
〇
〇
人
が
集
ま
り
、
三
・一
一
の
震
災
を
受
け
、
核
兵
器
廃

絶
と
共
に
、
原
発
か
ら
の
撤
退
を
呼
び
か
け
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

   

福
島
県
か
ら
の
代
表
団
六
十
名
を

は
じ
め
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
、
青
森
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
か
ら
の
参
加
者
が

登
壇
し
、
全
国
か
ら
の
支
援
の
お
礼

と
、
原
発
へ
の
思
い
を
発
言
し
ま
し

た
。
福
島
か
ら
参
加
し
た
二
十
代
の

青
年
は
、
「核
兵
器
も
原
発
も
い
ら
な

い
」
と
涙
な
が
ら
に
訴
え
ま
し
た
。
十

八
の
分
科
会
の
一
つ
、
被
爆
者
体
験

訪
問
で
も
、
福
島
県
か
ら
参
加
者
教

職
員
の
方
が
、
「
子
ど
も
達
への
放
射

能
の
影
響
な
ど
を
思
う
と
、
こ
ん
な

こ
と
に
な
っ
て
悔
し
い
」
と
涙
を
堪
え

て
発
言
し
ま
し
た
。

　 

今
年
の
世
界
大
会
で
は
、
こ
う
い
っ

た
震
災
を
背
景
に
初
め
て
、
国
際
会

議
宣
言
で
「
核
兵
器
と
原
発
と
の
関

係
に
留
意
し
、
原
子
力
の
軍
事
利
用

に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
原
発
依
存

か
ら
の
脱
却
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
への
転

換
を
求
め
、
広
範
な
運
動
と
の
連
帯

を
つ
よ
め
よ
う
」と
の
決
議
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
国
連
事
務
総
長
代

理
と
し
て
出
席
し
た
、
セ
ル
ジ
オ
・ド
ュ

ア
ル
テ
国
連
軍
縮
問
題
担
当
上
級
代

表
は
、
原
水
協
な
ど
が
行
う
署
名
活

動
を
高
く
評
価
し
、
「
一
筆
一
筆
の

署
名
が
軍
縮
と
い
う
歴
史
的
な
プ
ロ
セ

ス
へ人
々
の
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。
」

と
述
べ
、
日
本
全
国
か
ら
集
め
ら
れ

た
「
核
の
な
い
世
界
を
」
の
署
名
を
国

連
に
展
示
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し

た
。

　７月３０日から３１日にかけて、 広島

で日本母親大会が開催されました。

全体会には、 全国から８５００名が参

加しました。 高知県からは、 バス１３台

４５０名が参加しました。

　「８ ・ １５戦争を語り継ぐつどい」 が高

知県人権啓発センターで開催され、

約１２０名が参加しました。 高知セン

ター合唱団よる、” 平和の歌” ３曲の

演奏に続き、 高知近代史研究会会長

の公文豪さんによる講演 「伊藤博文

暗殺事件と日韓併合１０１年～安重

根 ・ 幸徳秋水 ・ 石川啄木～」 が行わ

れました。

　高知市役所前広場で、 「８ ・ １５後

期高齢者医療制度の即時廃止を求

める第２４回高知県民集会」 が、 約

５０名の参加で行われました。 今回

で２４回目。 集会決議を採択し、 市

役所前から帯屋町商店街アーケード

をデモ行進しました。

８ ・ １５戦争を語り継ぐつどい

食健連 ・ ＴＰＰ反対署名

　７月２３日、 食健連がひろめ市場前

でＴＰＰ参加反対署名を行いました。
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秋
闘
を
中
心
に

　

   

日
本
年
金
者
組
合
高
知
県
本
部
は
七

月
二
十
九
日
、
第
二
十
三
回
定
期
大

会
を
、
昨
年
の
大
会
で
掲
げ
た
組
合
員

拡
大
目
標
一
〇
〇
〇
人
（組
合
員
）
を

達
成
し
て
迎
え
ま
し
た
。

　
執
行
部
を
代
表
し
て
、
竹
村
昭
三
執

Ｑ
．
取
り
組
み
の
前
進
面
は
？

Ａ
．
あ
っ
た
か
村
相
談
会
が
、
土
佐
清

水
、
須
崎
、
安
芸
な
ど
で
も
取
り
組

ま
れ
、
地
域
か
ら
様
々
な
貧
困
を
な

く
す
運
動
が
広
が
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
受
け
た
救
援
活

動
、
南
海
地
震
・
防
災
問
題
で
県
交

渉
、
伊
方
原
発
問
題
で
四
電
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
知
県
食
健
連
を
再
建

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ(

環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定)

参
加
に
反
対
し
、
食
の
安
全
、
自

給
率
の
向
上
を
通
じ
、
地
域
を
守
る

砦
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
こ
の
秋
の
情
勢
の
特
徴
は
？

Ａ
．
民
主
党
が
新
自
由
主
義
、
構
造

改
革
政
党
に
変
身
・進
化
し
た
状
況

で
、
二
大
政
党
制
が
政
策
の
競
い
合
い

で
は
な
く
、
政
策
の
す
り
寄
り
と
少

数
意
見
の
切
捨
て
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
最
悪
の
形
態
が｢

大
連
立｣

で
す
。

民
主
党
は
、
自
公
の｢

バ
ラ
マ
キ｣

批

判
に
屈
服
し
、
政
権
交
代
の｢

理
念｣

を
投
げ
捨
て
ま
し
た
。
民
主
と
自
民

党
は
、
構
造
改
革
路
線
と
消
費
税
増

税
で
は
完
全
に
一
致
し
て
い
ま
す
。

格
差
と
貧
困
が
広
が
る
社
会
は
、

災
害
に
も
弱
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

大
会
方
針
の
重
点
を
田
口
書
記
長
に
聞
く

ま
し
た
。
反
新
自
由
主
義
、
反
構
造

改
革
の
戦
線
構
築
が
重
要
で
す
。

Ｑ
．
秋
の
取
り
組
み
の
重
点
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ
．｢
雇
用
問
題｣

と｢

地
域
の
再
生｣

を

正
面
に
す
え
運
動
を
進
め
ま
す
。
消

費
税
率
引
き
上
げ
反
対
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
反
対
の
運
動
を｢
地
域
を
守
る
二
大

闘
争｣

と
位
置
づ
け
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
形
の
貧
困
を
地
域
か
ら
な

く
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め
た
自
立
し
た

地
域
作
り
の
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

秋
に
は
、
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
運
動
体

の
結
成
を
他
団
体
と
協
力
し
て
す
す
め

ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
地
域
の
民
主
諸
団
体

に
呼
び
掛
け
、
連
携
を
図
る
こ
と
を
重

視
し
ま
す
。
学
習
会
の
開
催
、
署
名
の

実
施
、
行
政
交
渉
を
共
同
し
て
取
り

組
む
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

Ｑ
．
何
故
、
消
費
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対

の
二
大
闘
争
を
呼
び
か
け
る
の
で
す

か
？

Ａ
．
逆
進
性
が
強
い
消
費
税
が
、
税
の

中
心
に(

一
〇
％
で
税
収
の
三
五
％)

な

れ
ば
、
低
中
所
得
者
層
の
消
費
購
買

力
を
奪
い
、
内
需
が
更
に
縮
み
景
気

低
迷
か
ら
抜
け
出
せ
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
今
で
さ
え
中
小
商
工
業

者
は
、
消
費
税
を
価
格
転
嫁
で
き
ず

に
利
益
が
食
わ
れ
て
い
る
の
に
、
一
〇

％
に
な
れ
ば
、
営
業
を
続
け
ら
れ
な

い
事
態
に
な
り
、
地
域
経
済
は
壊
滅

的
打
撃
を
受
け
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
小
規
模
農
家
を
直

撃
し
、
地
域
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｑ
．
職
場
で
の
運
動
は
？

Ａ
．｢

た
た
か
う
提
案
型｣

の
運
動
を
進

め
ま
す
。
受
身
で
は
な
く
、
職
場
の

主
人
公
と
し
て
職
場
政
策
、
産
業
政

策
の
提
案
を
行
い
、
そ
の
中
で
中
長

期
の
賃
金
労
働
条
件
の
合
意
を
め
ざ

し
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
は
職
場
防

災
対
策
の
強
化
を
す
す
め
ま
す
。

   

こ
の
間
行
っ
て
き
た
秋
、
春
の
講
座

を
発
展
さ
せ
、
県
労
連
と
し
て
初

級
・
中
級
の
学
習
体
系
の
構
築
を
め

ざ
し
ま
す
。
意
識
的
な
幹
部
要
請
や

組
織
運
営
の
改
善
を
通
じ
、
強
い
産

別
組
織
、
頼
り
に
な
る
職
場
組
織
作

り
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
．
最
後
に
、
組
織
拡
大
に
つ
い
て

は
？

Ａ
．
職
場
内
で
は
次
の
三
つ
の
視
点
で

取
り
組
み
ま
す
。

①｢

理
念
提
示]｣

型
の
拡
大
：
メ
リ
ッ
ト

論
を
超
え
て
、
こ
ん
な
職
場
に
し
た

い
！
こ
ん
な
こ
と
を
一
緒
に
や
ろ
う

よ
！
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
い
た

い
！
を
真
正
面
か
ら
訴
え
ま
す
。

②｢

三
つ
の
近
い｣

の
法
則
に
よ
る
拡
大

：
三
つ
の
近
い(

ⅰ.

年
齢
が
近
い
、
ⅱ.

席
が
近
い
、
ⅲ.

好
み
が
近
い)

人
に
よ

る
組
合
加
入
の
声
掛
け
運
動
を
す
す
め

ま
す
。
幹
部
請
負
の
拡
大
か
ら
転
換

し
ま
す
。

③｢

職
場
の
世
話
役
活
動｣

の
復
活
：
気

軽
に
相
談
で
き
る
頼
れ
る
組
合
活
動
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
全
労

連
共
済
、
産
別
共
済
の
優
位
性
を
生
か

し
た
拡
大
を
行
な
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

を
通
じ
た
未
組
織
職
場
の
組
織
化
で

す
。
年
間
三
〇
〇
件
の
相
談
を
個
人

加
盟
に
つ
な
げ
、
更
に
職
場
の
多
数

派
を
め
ざ
し
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、

打
っ
て
出
る
組
織
拡
大
を
本
格
的
に
行

い
ま
す
。

   

十
月
か
ら
十
二
月
が
秋
の
組
織
拡
大

月
間
で
す
。
大
会
を
待
た
ず
、
統
一

行
動
日
の
設
定
な
ど
組
織
拡
大
に
踏

み
出
し
ま
す
。

行
委
員
長
と
岡
田
達
明
書
記
長
が
議
案

の
提
案
（報
告
）
を
行
な
い
ま
し
た
。
岡

田
書
記
長
は
こ
の
一
年
間
の
一
〇
〇
〇

人
組
合
員
拡
大
の
達
成
に
至
る
ま
で
の

取
組
み
を
は
じ
め
年
金
署
名
の
到
達
点

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
竹
村
昭

三
執
行
委
員
長
は
、
年
金
制
度
を
め
ぐ

る
情
勢
を
報
告
し
、
そ
の
う
え
で
、
「①

年
金
、
②
生
活
保
護
、
③
最
低
賃
金

は
最
低
生
活
保
障
（ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
）

の
三
本
柱
で
あ
る
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
三
本
柱
（三
つ
の
課
題
）

を
ゆ
る
ぎ
な
い
土
台
と
し
て
、
①
誰
も

が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
最
低
保
障
年
金

制
度
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
、
②
「前
進

か
ら
飛
躍
へ」の
組
合
員
拡
大
運
動
の
展

開
、
③
東
日
本
の
復
興
に
む
け
た
支
援

活
動
な
ど
を
柱
と
す
る
運
動
方
針

（案
）
を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
が
千
人
の
峰
を
達
成
！

　年金者組合定期大会

田口書記長


